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※臨時交付金（1,338,082千円）の財源内訳
・第１次確定額 317,212千円
・第２次確定額 934,068千円
・第３次確定額 86,802千円

令和２年度 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 事業概要

本市においては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止及び感染拡大の影響を受けている地域経済や住民生活の支援等を通じた
地方創生を図ることを目的として、令和２年度実施計画に基づき、計1,338,082千円の交付金を活用し、104の事業を実施しました。

※総事業費は国への実績報告時点の金額

令和２年度実施計画総事業費※ １．新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 ( 1,338百万円 )

２．国庫支出金（65百万円）３．その他（328百万円）４．一般財源（８百万円）

（１）感染症対策 57事業（324,839千円）

（２）生活者支援 11事業（185,249千円）

（３）事業者支援 12事業（256,931千円）

（４）地域経済の活性化 12事業（198,763千円）

（５）ＤＸの加速化 12事業（372,300千円）

地方創生臨時交付金

・救急救助用資機材購入事業 ・災害用品備蓄物資購入事業
・学校保健特別対策事業費補助金 ・避難所感染症対策事業
・ロビー混雑分散推進事業 など

・子育て応援臨時特別給付金給付事業
・ひとり親家庭等応援臨時特別給付金給付事業
・妊婦等応援臨時特別給付事業 ・認可保育施設副食費助成金 など

・中小企業感染症対策支援事業 ・地域の元気応援支援事業
・宅配等プラットフォーム整備・運営事業費 ・テレワーク通勤支援事業
・アクアコイン加盟店応援前払促進事業 など

・アクアコイン機能拡大事業 ・宿泊施設等利用促進事業
・潮干狩環境整備支援事業 ・アクアコイン消費活性化事業
・木更津発オーガニックブランド創出事業 など

・携帯端末導入・活用事業 ・スマート窓口導入事業
・電子図書館サービス事業 ・災害対策本部機能強化事業
・キャッシュレス決済導入事業・活用事業 ・通信物品導入事業 など


